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大粒で主要病害に強い日本初の実用二条裸麦品種

「ユメサキボシJの育成

柳i畢貴苛・長嶺 敬・高橋飛鳥・高山敏之1・土井芳憲2・松中 仁 3 • 

藤田雅也3・杉浦 誠4・土門英司 5・伊藤昌光6・石川直幸7
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I 緒 百

器産裸麦は，味噌用，押麦用の他，麦茶や焼酎に

利用されている. 2007年播種で作付面積は約

4，000haで生産数量が約16，000トンだが，買い受け

希望数量は約36，000トンにも達しており，精麦，味

噌，焼酎等の製造企業(実需者)から増産が強く求

められている.裸麦は掲精(とうせい)されて精麦

として流通するため，粒厚が厚い方が良いとされて

いる.そのため生産者は出荷する際に，やせている

粒，小さい粒を飾いにかけて取り除くことが求めら

れている. 現在栽培されている六条性の裸麦品種

「イチパンボシ」は，安定多収で精麦持性も優れて

いる 1)しかし年次や産地の一部では穀粒が小さく
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なり，整粒歩合の著しい低下が見られ，多収が飾っ

た後の収量(整粒重)に反映せず，生産者の意欲を

そぐことがあり，実需者からも改善を求められてい

る.rユメサキボシ」は二条性で，六条性の品種に
比べて粒が大きく(写真 1) ，整粒重が高くなり

10%以上増収になるので，生産者にも有利であり，

実需者のニーズに応えることもできる.このように

「ユメサキボシ」は国産裸麦の生産拡大の起爆剤と

して貢献できると期待されている.また，大麦縞萎

縮病，うどんこ病，赤かび病といった大麦の主要病

害に抵抗性があり，病気による減収を抑えて安定的

な増産が期待される.

2008年10月に種苗法に基づく品種登録出願を行っ

た.2009年3月に埼玉県において認定品種として採

用された.麓苗登録制度が始まってから一般栽培さ

現近畿中国四国農業研究センター 中山間耕畜
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『ユメサキボシJ rイチパンポシ」

写真 1 rユメサキボシ」の草姿(上)，穂(中)，粒(下)

れる品種としては日本初の二条性の裸麦品種であ

る. 二条裸麦を育成 2)したり，普及したりした 3) 

という記録はある.また「裸麦中間母本農2号」は

二条性4)であるがこの品種は普及していない.な

お普及が期待される埼玉県での品種選定には新たな

農林水産政策を推進する実用技術開発事業「実需者

のニーズに応える北関東麦生産システムの確立研

究jが関わり，現地実証試験を含む栽培試験の生産

物の精麦試験や品質分析を行った.本報告をとりま

とめるにあたり，長年にわたり育成現場で多大な支

援をいただいた当研究センター業務第2科職員各位

および契約職員各位に対レ心から感謝を申し上げ

る.また，特性検定試験，系統適応性検定試験，奨

励品種決定調査等を担当された関係府県農業試験場

の各位に対し，心から感謝を申し上げる.

E 育成の経過

「ユメサキボシ」は， 1990年4月に二条裸麦の

「四R系833J (ナンプウハダカ/Mona)を母親に

食用二条皮麦の「ニシノチカラ」を父親として人工

交配した. iユメサキボシ」の系譜図を第 1図に，

両親の特性を第1表に示す.

1990年夏にF1を世代促進栽培し，同年秋にF2 

を圃場に栽培し，以後集団育種法により育成を進め

た. F2~F5 を集団栽培し F6 で穂系統， 1995年

度 (F7) より「四R系1693Jとして生産力検定予

備予備試験， 1996年度に同予備試験， 1997年度より

生産力検定試験を実施した. 1998年度から特性検定

試験および系統適応性検定試験に供試した.その結

果，成績が良好で、あったため1999年度より地方系統

番号名「四国裸103号」を付して，関係各県におい

て奨励品種決定調査に供試した.この間，二条性の

裸麦としての特性を把握するためにデータを積み重

ねた.2007年度における世代は F19で、ある. iユメサ

キボシ」の選抜経過と育成系統図を第2表に示す.

E 特性の概要

大麦種苗特性分類調査報告書((社)農林水産技

術情報協会， 1980年3月)の基準による， iユメサ

キボシ」と標準品種「イチパンボシJ(六条裸麦)

および比較品種「ニシノチカラJiニシノホシJ(い
ずれも二条皮麦)の形態的特性，生態的特性，品質

特性の概要を第3表に示す.

1 形態的特性

叢性は“中"で，株の開閉は“やや閉"である.

並渦性は“並"である.稗長は“中"で，手早の細太

は“細"で，葉色は“やや濃"である.穂長は「イ

チパンボシ」よりやや長く， iニシノホシ」と同程

度の“やや長"である.穂の粒着の粗密は二条性の

大麦としては“やや密"である.条性は“二条

成熟期のふの色は“黄"で，苦長は“長"である.

粒の形は“やや長"であり，粒の大小は“大"で，

粒の色は“黄"である.千粒重は「イチパンボシJ
より大きい“大"である.リットル重は“やや大"



相IJi零ら:裸麦品種「ユメサキボシ」 3 

矯磨

大正麦
1ー早生白i!::子クロシM カL-I-'，-f"""，
ti;汗クニダヴ M ト833

ゴールデンメ口〉守
γ金子ゴールドーー エビス ー「

六角シパリ「守 悶悶 i 
ト大IE変 中思ニ条1号

杵築E手生J ト愛知早生5号..， rマダイセンゴールド)
ゴールデンメロンJ ト愛知皐生13号..，

ゴールデンメロン アサヒ19号....J

Chevall町一 Prior ー荷議州シパリー J ト務系R1303
木石港3

us ・6
{アサヒ5号)

Hanna 
トサッポ口7号

六角シパリー--， Duckbill ...J 

ト大正麦 「

杵築早生 J ト愛知厚生5号「
ゴールデンメロンJ ト愛知厚生13号寸

ゴールデンメロンJ トアサヒ19号
南議州シバ1)_-'

ゴールデンメロンーキリン直1号

ユメサキボシ

成城17号

ゴールデンメロン… G-65 一寸
トー (F10) 

六角シパリー「 ゴールデンメロンー 近畿穣 K-3 -' 
ト大正麦 寸

杵築黒生 J γ愛知写生5号「
ゴールデンメロジ4 レ愛知厚生13号勺

ゴールデンメロンルJ し
us・6 -， 

Chevallier -- Prior - jl喜怒州シバリー-'(アサヒ5号) I 成城15号
ト(さっき二条)

Hanna i 

トサッポロ7号 J
Duckbill -' 

「二条号(はるな二条)
ニニシノチカラ

Betzes 「
i
l
J

Klages ーOpal ;:;コ-Domen ノルウェー在来緩

第 1闘 ユメサキボシの系譜図

第 1表両親の特性

1 )形態的特性

糸統名または品
議性 株の衡問 稗長 穏長 稗の級太 条性 並i品性 皮練性

塑~
羽R系833(母) 中 やや関 短 中 級 二条 ;f，高 裸

ニシノチカラ(父) 中 やや閉 中 やや長 細 二条 並 皮

ユメサキボシ 中 やや閉 やや短 中 組 一条 主主 裸

2) :生態的特性

系統名またはF3 矯性程度 出穏期 成熟期 穏発芽性 耐修IJ伏性
うどん」病 赤かび病 綴喜喜縮病

号室名 抵抗性 抵抗性 抵抗性

四R系833(母) 中 $ 難 やや強 極強 やや強 5金
ニシノチカラ(父) 早 皐 やや易 やや強 極強 やや強 極強

ユメサキボシ やや単 やや牟 やや易 やや強 極強 3金 極強
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ユメサキボシの選抜経過と育成系統国第2表
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第3表特性概要

項目番号 形質 ユメサキボシ イチパンボシ =乙~-/ヂカラ 一て乙~j泳三J

階級(区分) 階級(区分) 階級(区分) 階級(区分)

1-1-1 章受性 $(5) $(5) 中(5) 中(5)

1-1-2 株の関関 やや隠(4) やや際(4) やや潤(4) やや際(4)

1-1ω3 並;品性 主主(2) j角(8) 並(2) 並(2)

1-2-1 手翠長 中(5) 中(5) やや長(6) 中(5)

i…2ω2 手車の細太 細(3) やや細(4) 細(3) 総(3)

1-2-4 務のワックスの多少 中(5) やや多(6) 中(5) 中(5)

1-3-2 3案色 やや濃(6) ;濃(7) やや濃(6) やや濃(6)

1-3-3 薬草高のワックスの多少 やや多(6) やや多(6) 中(5) 中(5)

1-4吋 2 務長 やや長(6) 中(5) やや長(6) やや長(6)

1-4-3 粒議の緩密 やや密(6) 中(5) 中(5) 中(5)

1-4-4 務の嫡出度 やや長(6) $(5) 長(7) 長(7)

1-4-5 条性 二条(2) 六条(8) 二条(2) ニ条(2)

1-4-6 務の下黍皮 箆(3) 直(3) やや黍(6) やや黍(6)

1-5-1 さの有然・多少 多(7) 中(5) 多(7) 多(7)

Iω5-2 '1::1是 長(7) 中(5) 長(7) 長(7)

1-5-3 さの組f骨 粗(7) 粗(7) 半島(7) 粗(7)

1-6-1 ふの色 黄(2) 策(2) 淡糞(1) 淡糞(1)

1-7-1 殺の形 やや長(6) 中(5) やや長(6) やや長(6)

1-7-2 粒の大小 大(7) やや大(6) 大(7) 大(7)

1-7-3 総の色 策(2) 糞褐(3)

1-8-1 子粒E霊 大(7) やや大(6) 大(7) 大(7)

l吋 8-2 リット)[，.1霊 やや大(6) やや大(6) やや大(6) やや大(6)

1-9-1 l京愛粒の見かけの品箆 $のよ(4) 中のよ(4) 中の上(4) ょの下(3)

1-9-2 原変色皮 やや高(6) やや高(6)

11…1 告書性 I(1) V(5) I (1) I (1) 

11-2 姿立性 やや卒(4) $(5) やや早(4) やや早(4)

11-3-1 出穏期 やや隼(4) 単(3) 早(3) 皐(3)

11-3“2 成熟期 やや早(4) 早(3) 早(3) 皐(3)

11-4-1 緩・軍需のjJlJ 綾(2) 緩(2) 綬(2) 綬(2)

11ω4-2 皮襟性 襟(8) 裸(8) 皮(2) 皮(2)

11-4-3 税ぷ性 易(7) 易(7)

11-5 務発き手投 やや易(6) 難(3) やや易(6) やや易(6)

11-6 脱粒性 難(3) 難(3) 中(5) 中(5)

II-7 溺儒j伏性 やや強(4) やや強(4) やや強(4) やや強(4)

11-8-4 関漆上性 弱(7) 弱(7)

11…9 収重量性 多(7) 多(7) 多(7) 多(7)

11-10-1 粒箆 粉質(3) 粉質(3) やや硝子賞(6) やや硝子質(6)

11-10-2 綴愛歩官官 やや小(4) 中(5) 中(5) 中(5)

11-10-3 務愛怠度 榛大(8) 綴大(8) やや大(6) 大(7)

11-12-1 綴議総病抵抗性 極強(2) 強(3) 極強(2) 援強(2)

iト12-2 赤かび病抵抗性 強(3) 中(5) やや強(4) やや強(4)

Iト12-3 うどんこ病抵抗性 纏強(2) 中(5) 極強(2) 極強(2)

注:特性形質の上の数字は， r大変種苗特性分類E埼玉筆報告番(昭和55年 3月)Jの項目番号である.
( )の数字は，同種苗特性分類調査基準の階級値を示す.

である.原麦粒の見かけの品質は“中のよ"である.

2 生態的特性

播性程度“ 1"の春播型で，茎立性は“やや早"

である.出穂期，成熟期ともに“やや阜"である.

“梗"性の“裸"麦で，穂、発芽性は“やや易"であ

る.耐倒伏性は fイチパンボシJと詞程度の“やや
強"である.収量性は fイチパンボシJと間程疫の

“多"である.大麦縞萎縮病 1，臨型ウイルスに対

して抵抗性は“権強赤かび病抵抗性は“強う

どんこ病抵抗性は“極強"である.

3 品質特性

粒質は“粉質"で， 60%歩留指精に要する時間は

「イチパンボシ」より短い.精麦白度は「イチパン

ボシjと間程度の“極大"である.精麦歩留は「イ
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チパンボシjより小さい「やや小Jである.

U 育成地における試験成績

生産力検定試験における生育調査および収穫物調

査の成績を第4表と第 5表に示す.以下， ドリル栽

培の標肥誌についての概要を記す.rユメサキボシ」
は fイチパンボシJに比べて，出穂期は同程度で，
成熟期は 2日遅い.稗長はやや短く，穂長は長い.

二条性の「ニシノチカラ」とは間程度の穂、長である.

穂数は多く，倒伏にはやや強い.大麦縞萎縮病の発

生はなく，うどんこ病はほとんど発生しない.黄化

症状はほとんど出ない.子実重はやや優る.リット

ル重(容積重)は小さく，千粒重はかなり大きい.

整粒歩合は同一の縦目舗で比べれば高い. rユメサ
キボシjを2.2mm，rイチパンボシJを2.0mmの簡で、比

較しでも同程度からやや劣る程度である.粒の外観

品質はやや劣り，粒色は間程度で，粒大は大きく，

粒形はやや長い.原麦白度はやや高く， 60%揖精時

間は短く，軟質である.精麦白度はやや高い.砕粒

率は高い.

特性検定試験成績を第 6表に示す. rユメサキボ
シ」は「イチパンボ、シJと比較して赤かぴ病，大麦

縞萎縮病，うどんこ病に強い.凍上抵抗性は河程度

で弱く，耐湿性はやや弱い.秋播牲は Iの春播性で

ある.中折れ耐性は強く，穂、発芽性はやや弱い.穂、

発芽性について他の二条性品種と比較すると， rニ
シノチカラ」よりやや強く， rニシノホシ」と同程
度である.

第 7表に奨励品議決定調査配付先の概評一覧を示

す.時日本を中心に多収系統として評価を得た.や

や成熟期が遅いという指摘はあるものの，栽培性に

第4表生育および収穫物の試験成績-1 

出穏期成熟期稗長穏長 穏数 圏場発病

施肥水準 品題名
倒伏 子笑薫襟準

程度縞萎うどん黄化 (kg邑la) 比(%)
(月日) (月.B ) (cm) (cm) (本1m) 縮病こ病症状

ユメサキボシ 4.03 5.19 81 6.4 744 0.1 0.0 0.2 0.2 59.2 106 

襟肥 イチパンボシ 4.03 5.17 84 5.1 595 0.3 0.2 0.9 0.3 55.8 100 

ニシノチカラ 4.04 5.17 91 6.2 802 0.0 0.0 0.2 0.4 59.4 106 

ユメサキボシ 4.04 5.20 82 6.4 793 0.5 0.0 0.1 0.2 64.5 105 

多賠 イチパンボシ 4.03 5.17 86 5.1 674 1.1 0.1 0.7 0.5 61.3 100 

ニシノチカラ 4.03 5.18 91 6.1 844 0.7 0.0 0.0 0.3 62.5 102 

1997~2006年度の平均 (1997~2003年度は全[師会総播 2004~2006年度はドリル橋)

1998年皮以降の標準)j~は10a ~当たりの窒素成分設が基肥 6kg+追肥3kg，多肥は法)j巴9kg+追肥3kg 

倒伏程度，病苦手は 。:然微 2 少 3 札

第5表生育および収穫物の試験成績-2 

整粒歩合(%) 整粒霊伺友の
60%歩留li務

原君主自 {ニシノチカラは 砕粒率
施肥水準 品種名 リットル千粒霊 (2.2mm棟一主事上ヒ外銭品"" 粒色 数大 粒首長 粒鐙 55詰歩留)

愛(g) (g) 錦)資 度 時間2.0言m川葉m川 2.2童m川話m川 (kg/a) (出)
(秒) 白度 (%) 

ユメサキボシ 790 40.8 99.4 96.8 52.4 113 5.1 3.0 6.8 6.1 5.0 14.8 500 45.5 17.5 
4棄偲 イチパンボシ 815 31.5 97.8 88.4 46.6 100 4.6 3.0 5.2 5.1 5.0 14.4 542 44.2 6.2 

ニシノチカラ 690 42.8 4.7 6.9 6.1 19.4 686 42.7 15.1 
ユメサキボシ 788 40.0 99.3 96.1 60.2 119 5.1 3.0 6.9 6.1 5.0 14.4 519 44.5 16.2 

多目巴 イチパンボシ 812 30.6 96.6 86.8 50.4 100 4.5 3.0 5.1 5.1 5.0 14.2 564 43.1 4.9 
ニシノチカラ 685 42.9 4.9 6.9 6.1 19.6 700 41.9 9.4 

2000~2006年皮の平均(砕粒準は2005~2006年度)

外鋭品質

沿:色

粒:大

粒形

粒'N

上の上 2 ヒの中 3 上の下 4 中の上 5 中の中 6 中の下 7・下の上 8 :下の中 9 :下の下

。:白 1 淡黄 2 黄 3 賞褐 4 褐 5 赤褐 6 赤 7 赤紫 8 :紫 9 淡紫
2 桜小 3 小 4 やや小 5 :中 6 :やや大 7 大 8 :極大

2 緩円 3 ドJ 4:やや円 5 : rt 6:やや長 7 長 8 :極長

3 粉状質 5 中間質 7 硝子質
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第6表特性検定試験成績

も大麦縞大麦縞
赤かひ うどん;東上

品種名
品萎縮痕萎縮(p:j .1< 中折れ穏発芽

病抵抗 病抵抗耐温性秋嬢性1型 E重三 」 耐性 性 品種名
穏発芽
性

性 抵抗性性
抵抗性抵抗性

ユメサキボシ 強 極強 根強 極強 弱やや弱 I 極強 やや易 ニシノホシやや易

イチパンボシ 中 強 纏強 中 弱 中 V やや強極難 ニシノチカラ 易

試験実施場所，様種年度，方法は以下の通りであり，符られた結果のE長年成績から総合的に判定した.
赤かび病抵抗性(福間以) : 2002~2007 人工接種のポット検定・図場検定での発病程度で判定した.

大変縞萎総病抵抗11.(栃木!桑) : 2000~2006 モザイク病斑の発症程度と焚化税皮と被害程度から総合的に判定した.
うどんこ病抵抗性(長崎県) : 2001 ~2007 株全体の発病絞皮をo(病斑無)から 6 (極右主)までの 7段階の羅病指
数で判定した.

i来上抵抗性(長野県) : 1999， 2002~2003 ， 2006~2007 越冬株主容を参考に判定した.

耐i益性(三重県) : 1999， 2002~2003， 2006~2007 滋水仮と無処理区の収量，千粒丞等より判定.

秋扱'1"1(育成地) : 1997~2幻07.3 月上勾より約10日毎に 6 問播穏.出穂状況により判定した.

中折れ耐性(育成地) : 1999， 2001 ~2007 成熟後の梓の折れ込みの程度を鈎交した.

総発芽性(育成地) : 2004~2007 摘秘した穂を雨濡れ処理して発芽率から判定した.

第 7表配付先概評一覧

栽婿条件 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 t撃さ答品綴

ドリル矯 擦sE 0108・予ミカモゴールデン

条綴 綴肥 0.6.90'予ム※85・予 シュンライ

t露目巴 ム85・予 0109・予 094・本 。91・2転奨@91・本
条義喜 イチパンボシ

多目君 096・本 。95・本奨@98・本
ま井起数播 綴sE ム113・予 X89・予 イチパンポシ

会耕ドリル億 擦HE ム0131・予 ム98・予.6.0114・予 ム111・予 ム109・予 ム108・予 言式験中止 0137・予イチパンボシ

長事易陵立 機関 x96‘7- ヒノヂハダカ

広幅不室井起 擦sE x 107・予 イチパンボシ

山口徳俊平際条播 擦目E ム177・予 ム201'予 x 147・予 イチパンボシ

徳重量 霊童立条箔 擦問 ム93‘予 x 104.予 ユウナギハダカ

設)11 全面会長塁矯 芸事+l皇sE ム95・予 .6. X95・予ムx113・予 イチパンボシ

愛媛 会話全熔播 機関 ム86.予 ム97・予 ム102・予 X90'予 イチパンボシ

ilt知 全街全長喜子番 擦胞 ムx123・予 Oム101・予 x 142・予 キカイハダカ

諸問 ドリル綴 ま護HE ム86・予 ム98・本 .6.142・本 イチパンボシ

翁潤霊霊前 擦sE 0113予 0110・予 。116・予 ※105'本 イチパンボシ

t露目巴 0103'予 0149・予 0141・本 ム86・本 ※96・本 。100・予 20∞年度ユウナ
ギハダカ、2001-

佐室塁 殴立条矯 2004年度イチパン

多sE 142・2ド ム106・本 93・本 ボシ、2007年度ニ
シノホシ

依鍵三議菱 重量:iI.粂箔 擦sE ム101・予 0205・予 ユウナギハダカ

長量奇 条長喜 4露目巴 x85・予 イチパンボシ

熊本 隆11:4条搭 榛sE .6.95・予 x86・本 イチパンポシ

大分 広緒綴 擦問 ム110・予 x111・予 ム122・予 0107・予イチパンボシ

鹿児童き 条橋 車裏目巴 ム110・予 Oム106・予 ム114・予 ム112・予 ム95・予 イチパンボシ

数字は対標準品種に対する襟i¥f;比率(%) 予は予備調査本は本調資

奨奨励品種採用 。桜手f~ 0 有望ム符検討 x 打ち切り ※特性把握につき打ち切り
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埼玉県農林総合研究センター水田農業研究所における試験成績

出穏期成熟期 等級子爽愛 子粒璽整粒歩合(紛整粒翠
間左の

探準比容綴笠 (2.2m 品Kl続空事密警 m 機準比 田

(%) (g) 2.0mm 2.2mm 節上) 評
(kgl a) '5' (g) 

節節 (kg/a)

務数
怪4伏

株の隣 赤さびうどんこ赤かぴ綴萎縮
の多
病病病病

(cm) (本1m)

第8表

務長稗長

出
欝
門
寸
困
百
回
路
判
神
事
滞
ム
H
い

¥
W
!
お一日判開設時

務発芽品種名栽培条件
(cm) 

採flE
1.5 C

U

件。
-
n
U

内

4

q
u
q
u
』

勺
d

向。

109 51.6 

47.2 

90.0 

77.0 

84.3 

96.2 37.3 

28.6 

35.7 

27.9 

822 

848 

94 57.4 。。。。。。。。0.0 
0.0 

684 6.6 83 

(月日) (J'j.B) 

5.28 4.09 

4.04 

ユメサキボシ

イチパンボシ

ユメサキボシ

イチパンボシ

1.0 100 

121 

91.2 

94.3 

100 

96 

61.3 

66.2 

。。0.0 

0.0 

。。。。628 

828 

4‘9 

6.8 

81 5.25 

1.0 55.8 

46.0 

826 

849 

。。0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

88 5.30 4.09 

1.0 

2005~2007年度の平均. ドリル播

倒伏程度，病害虫および障害の発生程度はo(無) ~ 5 (甚)の 6段階.
外観品質は 1(J二上) ~ 6 (下)の6段階.検査等級は 1(1等)， 2 (2等)，

標準肥はlOaあたりのささ議成分量が恭肥 8kg，多)J担は基肥lOkg

100 67.0 88.3 100 68.7 。。。。

3 規格外). 

2.8 715 5.0 88 5.28 4.05 
多胞

埼玉県における現地試験成績第9表

外観

品質

千粒霊

(g) 

穂数佳IJ伏の収量標準比

(本1m) 多少 (kg/a) (%) 

穂長稗長

(cm) 

成熟期出穂期

論
判

U
l
叩

(
N
E
C
)

(cm) 

熊谷
115 

100 

103 

100 

58.4 

50.9 

35.3 

34.2 

564 

425 

454 

348 

n
u
n
U
E
絹
斗
・

4
1

0
0

マ

'E吋
f

守，

(月.日)(汚.日)

4.10 

4.03 

4.16 

4.09 

品穏名

ユメサキボシ
イチバンボシ
ユメサキボシ
イチバンボシ

試験地名

行田

感
筒
品
忌
勾

a
'レJ
 
，，J 

P
 
'
h
E
 

熊谷:2005~2007年度の平均，行問: 2006~2007年度の平均.

外観品質は 1 (上上) ~6 (下)の 6段階.
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ついては有望視された.二条性の裸麦は実需者の一

定の評価を得る必要があるなどの事情から特性把握

打ち切りになった県があるが，奨励品種決定調査に

復活し，再評価されている県がある.北関東では西

日本ほど収量性の評価はされていないものの，整粒

重が高いことが評価された.

V 埼玉県における試験成績

埼玉県農林総合研究センター水田農業研究所にお

ける生育および収穫物試験成績の結果を第8表に示

す. Iユメサキボシ」は「イチパンボシ」に比べて，

出穂期で 4~5 日，成熟期で 2~3 日遅い . 手早長は

同程度からやや長く，穂長は長く，穂数は多い.倒

伏には強く， Iイチパンボシ」と同様，病害や諸障

害の発生は見られない.子実重はやや低いが， 2.0rnm 

および、2.2凹飾上の整粒重は高い.容積重は小さく，

干粒重はかなり大きい.粒の外観品質は同程度から

やや{憂る.

現地試験(熊谷市，行田市)における試験成績を

第9表に示す.Iユメサキボシ」は「イチパンボシJ
に比べて，出穂期で 7 日，成熟期で 4~6 日遅い.

穂長は長く，穂数は多く，多収である.千粒重はか

なり大きい.写真 2に熊谷市の現地試験圃場におけ

る草姿を示す.

写真 2 rユメサキボシjの現地試験圃場における草姿

U 埼玉県における採用理由

2001年に精麦用裸麦として奨励品種に採用した

「イチパンボシ」は，多収で，精麦加工適性に優れ

る品種である.それまで， 20年以上裸麦の生産を行

っていなかった埼玉県は， Iイチパンボシ」の導入

をもって，精麦用裸麦を必要とする実需者ニーズに

応えたものである.しかしながら，埼玉県産の「イ

チパンボシ」は小粒傾向にあり，実需者から改善を

求められている.さらに生産現場でも，年度によっ

て，飾下が多く発生し，多収になっても整粒重に反

映されず，生産者の意欲もそぐこととなっている.

以上の背景より，埼玉県では大粒で，精麦加工適性

の高い裸麦の導入が，生産者，実需者の双方から強

く求められている.Iユメサキボシ」は， Iイチパン

ボシ」より大粒で，同一の飾による整粒歩合が高い

ことから，整粒重を高めることができる. 耐倒伏

性も高く，栽培性に優れる.加えて， Iイチパンボ

シ」 より精麦白度が高く，精麦品質に優れる.この

ような特性を持つ「ユメサキボシ」を奨励品種に採

用することによって，実需者ニーズに沿った高品質

な裸麦を安定供給することができる.さらに二条裸

麦の初の実用品種となるため，他県に先んじて普及

させることで埼玉県産裸麦の評価を高めることがで

きる.

四実需者による精麦加工試験成績

第10表に実需者による「ユメサキボシ」の埼玉県

の生産物の精麦加工試験の評価結果を示す. Iユメ

サキボシ」は「イチパンボシ」と比較して精麦白度

が高い.硝子率は低いが，砕粒率は高い.丸麦系は，

白度の上がりが良く，砕麦も少ないという評価であ

る.切断麦については砕麦が多くなるという評価で

ある.精麦品質の総合評価では「イチパンボシ」よ

りも同等から優る評価が得られている.こうした精

麦加工評価から押麦と しての利用が考えられてい

る.

WI 適地と栽培上の留意点

1 関東以西の平坦地に適する.

2 成熟期がやや遅いので適期播種，適期刈りに努

める.

3 穂発芽性は「やや易」であるが，二条大麦の普

及品種と比べて遜色ない.
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粒
観

t

変
外
日

椅
の
E

ロ

線
狭
条
広

即
時
の

原麦
試験年原変水容積重子粒霊

外観
度 分(百 {g/O (g) 白樺

国 H

品種名栽培地
分析場
所

ユメサキボシ

イチパンポシ

I奇3!:際水田藤
業研究所A宇土

次得点 77二次得点 70

丸変系白度の上がりが非常に良く砕変も非常に少ない黒条線も細〈品依も良い
切変系白度の上がりは非常に良いが砕変が非常に多い

丸麦系自度の上がりが良<Ji¥¥条線も細〈品位は良いが砕変カ匂ド常!こ多い
切変系白度の上がりは良いが砕変が非常に多い

丸変系白度の上がザが良く黒条線も細〈品位は良い砕愛が若干多い
切麦系自度の上がりが非常に良いが砕変は非常に多い
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口

B 12.5 0.6 46.6 13:00 40.5 41.2 847 11.2 2004 
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D 
丸変系白度のよがりが良〈黒条線も級〈品位は良いが砕変が非常に多い
切変系砕変は多いが掲椅変色相が安定し品伎が良い

D D 日日12.7 6.4 43.2 11:50 45.5 A 42.3 820 11.5 2005 ユメサキポシ熊谷現地
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第11表育成従事者

1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 20叩 2開 1 2002 2田3 2004 2∞5 2006 2007 

交
配

F1 F2 F3 F4 Fs F6 F7 Fs F9 FlO Fll F12 F13 F14 F1S F16 F17 F1S F19 

担当者 従事期間

柳漂費司

長嶺敬

高橋飛鳥

高山敏之

伊藤昌光 @ @ 

石JII覆泰三 c 

血晶

曹曹

@ 

@ 

@ 

@曜静

a 
曹司，

@ 

土門英胃

藤忠雅也
-4聡

曹 司V

土井芳窓輔

杉浦誠

松Ifl仁

区命名の由来と膏成従事者

一般栽培される日本初の二条裸麦であり，関わっ

た人達に共通する「この品種に夢を乗せて花が咲く

ように普及してほしいjとの患いを込めて命名した.

また育成従事者は第11表のとおりである.

X 播 要

1 ニ条裸麦の「ユメサキボシ」を育成し， 2008年

10月に種苗法に基づく品種登録出願をした.

2008年3月に埼玉県において認定品種として採

用された.

2 iユメサキボシjは， 1990年4月に「四R系833J

(ナンプウハダカ/Mona)を母親に， iニシノ

チカラJを父親として人工交配し，集団育麓法
で育成された.2007年度の世代は雑種第四代で

ある.

3 二条並性で秋播性程度はIである.育成地では

「イチパンボシ」と出穂、期は同程度で，成熟期

は2日遅い.

ah 血

曹 曹.. 
@一一一一一一…... 

4 稗長は「イチバンボシ」と間程度であり，穂、長

は長く，穂数は多い.酎倒伏性は「やや強jで

ある.

5 大麦縞萎縮病抵抗性 0，盟型ウイルス)，う
どんこ病抵抗性はともに f極強」である.

6 赤かび病抵抗性は「強Jである.穂発芽性は
「やや易Jである.
7 収量性は「イチパンボシ」と間程度であり，リ

ツトル重(容積重)は劣るが，千粒霊は優る.

8 整粒歩合は「イチパンボシJと同一籍上では優
る.特に整粒重 (2.2削節上)がかなり優り，

10%以上高い.

9 原麦粒の見かけの品質は「イチパンボシjと同

程度である.粒の色は黄色で、，粒の大小は大き

い.粒の形はやや長い.

10 60%揖精試験による精麦自度は「イチパンボシ」

よりやや優るが，砕粒率が高いため押麦に舟く.
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Breeding of a New Two-Rowed Hullless Barley Cultivar “Yumesakiboshi" 

Takashi Y ANAGISAWA. Takashi NAGAMINE. Asuka T AKAHASHI. 

Toshiyuki T AKAYAMA 1. Y oshinori Dor 2. Hitoshi MATSUNAKA 3. 

Masaya FU]IT A 3. Makoto SUGIURA 4. Eiji DOMON 5. Masamitsu 1 TO 6 

and Naoyuki ISHIKAWA 7 

13 

Key words: hull-less barley. two-rowed. cultivar. high yield. plump grain percentage. rolled barley. Hordeum 

vulgare L. 

Summary 

A new twかrowedhullless barley cutivar“Yumesakiboshi" was bred by a bulk breeding method by 

crossmg “Yon-R-Kei 833" and “Nishinochikara'¥ 

Compared with “Ichibanboshi'¥“Yumesakiboshi" had a similar culm length. longer spike length. similar 

heading date. and normally had a date of maturity 2 days later. The yield was similar to that of 

“Ichibanboshi". The practical yield (grain weight over 2.2 mm grain thickness) was 10% higher than that of 

“Ichibanboshi" .“Yumesakiboshi" was resistant to barley yellow mosaic virus and powdery mildew and 

moderately resistant to scab. Compared with “Ichibanboshi". the grain size was larger and the grain shape 

was slightly longer. The plump grain percentage was higher. pearling time was shorter. and the ratio of bro-

ken kernels was higher.“Yumesakiboshi" is adapted well for growing in flat areas of Central and Western 

J apan and was released as a recommended (authorized) variety in Saitama prefecture in 2009. 
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Noodle Wheat Research Subteam (Western Region) 

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

